
  

 

 

 

 

 

「ありがとう」で締めくくる後半に、
土田 庄悟 

冬休みが明け、いよいよ令和７年度の締めくくりとなる時期を迎えました。久

しぶりに登校した子どもたちの表情からは、冬休み中の充実感と、新しい年への

意気込みが感じられました。２月に入りますと登校日数は６年生で３１日間、１

から５年生で３４日間となります。今のクラス、今の仲間と過ごす時間は、私た

ちが想像する以上に短く、かけがえのないものになるかと思います。 

 この限られた時間の中で、私が子どもたちに大切にしてほしいと願っているの

が「想像力のスイッチを入れる」ということです。相手を思いやるとは、自分の

心の中に「相手の気持ち」を映し出してみることです。例えば、学校生活のこん

な場面でスイッチを入れてみてほしいと思います。 

 自分のことだけでなく、ほんの少しだけ「周りのだれか」のことを想像する。

その小さなスイッチが、教室だけでなく学校全体を温かい光で満たしてくれま

す。 

 今のクラスの仲間と過ごせる日々は、あとわずか。一日一日を、お互いの良さ

を認め合い、「ありがとう」と感謝の気持ちを伝え合う時間にしてほしいと思い

ます。保護者・地域の皆様、今後とも子どもたちの成長を共に支えていただけま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 

教育目標 かがやけ 上小っ子  

 考える子・がんばる子・やさしい子・健康な子 
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• 言葉をかけるとき：「その言葉を言われたら、相

手はどんな気持ちになるかな？」と、

で立ち止まって考えてみる。 

• 誰かが困っているとき：「もし自分があの場所に

立っていたら、どんな風に声をかけてほしいか

な？」と、

• ：「次に使う人が気持ちよく

過ごすためには、どうすればいいかな？」と、目

 



 

 

 

 

 

   
 

 

 
 

 

 

冬期間の安心・安全
について 

 登下校の際は、冬道の安全に十分に注意

願います。なお、正面玄関前は駐車禁止と

なっておりますので、送迎の際は、体育館

前駐車場で乗り降りするようご協力お願い

致します。 

後期後半が始まりました！ 

 1月１６日（金）から後期後半がスタートしました。初日のこの日

は、全校児童が体育館に集まり全校朝会がありました。 

全校朝会では、校歌からスタートです。

久しぶりの子どもたちの声が体育館いっぱ

いに響き渡りました。その後、校長先生か

らのお話、各委員会からの連絡がありまし

た。残り短い後期後半ですが、それぞれ卒

業・進級に向けてまとめの時期を大切に過

ごしてほしいです。 

 
  

 

 １(日) 青少年健全育成市民の集い 

 ２(月) 短縮日課 全校朝会 

 ３(火) 短縮日課 スキー学習(高)  

体力 upタイム フッ化物洗口 

 ４(水) 短縮日課 スキー学習(中) 

 ５(木) 新１年生一日入学 児童会 

 ６(金) 上小っ子ドリル 漢字検定 

ＳＣ来校日 

９(月) 短縮日課 

１０(火) 体力 upタイム フッ化物洗口 

１１(水) 建国記念の日 

１２(木) 短縮日課 スキー学習(低) 

１３(金) 上小っ子ドリル 算数検定 

１６(月) 短縮日課 家庭学習がんばり週間 

１７(火) 上小スマイルチャレンジ 

フッ化物洗口 ＳＣ来校日 

１８(水) 短縮日課 移動図書 

１９(木) 児童会 

２０(金) 百年記念館見学３年 

２３(月) 天皇誕生日 

２４(火) 体力 upタイム フッ化物洗口 

２５(水) 短縮日課 ボランティア活動(６年) 

２７(金) 上小っ子ドリル 木育５年 

スキー学習、始まりました！ 

 1年生のグランド練習から今年度のスキー

学習が始まりました。当日は、ボランティア

の方も来てくださり、子どもたちもスムーズ

に学習に取り組むことができました。 

 １月中に全ての学年が富良野スキー場で学

習することができました。２月にもう一度、

スキー学習に行く予定です。 

冬休みチャレンジ教室！ 

１２月２４・２５日の２日間、子どもたちはそれぞれがドリルなど

の教材を持ち寄り、自分のペースで学習に取り組みました。 

冬休み中にもかかわらず、のべ８６人もの

子どもたちが参加し、会場は活気にあふれて

いました。 

当日は、中学生や高校生のボランティアのみなさんが優しく声をかけ

たり、わからないところを丁寧に教えたりしながら、子どもたちをサポ

ートしてくれました。温かい雰囲気の中で過ごす貴重な時間となりまし

た。真剣に問題に挑戦する様子がとても印象的でした。 


